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編
集
後
記 

 
堀
之
内
町
町
制
施
行
七
十
周
年
を
記
念
し
て
初
め
て
開
催
さ

れ
た
宮
柊
二
記
念
館
全
国
短
歌
大
会
は
、
今
年
で
二
十
七
回
を

迎
え
ま
し
た
。 

今
回
は
、
選
者
に
歌
人
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
川
野
里

子
先
生
、
宮
里
信
輝
先
生
を
お
迎
え
し
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
応
募
作
品
数
は
、
一
般
部
門
で
九
百
七
十
九
首
、
ジ

ュ
ニ
ア
（
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
）
部
門
で
は
、
一
万
一

千
五
百
六
十
首
と
な
り
ま
し
た
。 

 

ご
多
用
の
な
か
、
し
か
も
応
募
作
品
が
た
い
へ
ん
多
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
両
選
者
先
生
か
ら
は
一
首
一
首
に
つ
い
て
心
の

こ
も
っ
た
選
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
感
銘
深
い
「
選
者
の
こ

と
ば
」
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 

一
般
部
門
に
秀
作
を
応
募
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
ジ
ュ
ニ
ア
部

門
に
み
ず
み
ず
し
さ
と
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
す
ば
ら
し
い
歌
を
応

募
い
た
だ
い
た
児
童
、
生
徒
の
皆
さ
ん
並
び
に
ご
指
導
い
た
だ

い
た
各
学
校
の
先
生
方
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
、
来
年
の
第
二
十
八
回
大
会
開
催
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
多
数
の
皆
様
か
ら
応
募
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
宮
柊
二
記
念
館
長 

 

下
村
正
人
） 

令
和
三
年
十
一
月
十
三
日 
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